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第３回 ESG 国際労働基準と人権デューディリジェンスに関する講演会のご案内 

 

平素は、当工業会の事業につきまして、格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、ESG 経営対応 WG では、会員企業の皆様の ESG 経営の取組みに資するよう、今回は主として下記 2

点を目的として第 3回講演会を開催させて頂きます。 

① 国際労働基準について見識を広げ、人権問題に企業として取り組む意義について、理解を深める 

② 人権デューディリジェンスの進め方について、事例を基に知識を得、自社の活動に繋げる 

 

本講演会では、国際労働機関（ILO）駐日事務所の小林 有紀様、田中 竜介様、鴨下 真美様をお招き

し、ILO による企業支援についてご紹介いただくと共に、人権デューディリジェンスとは何か、人権デューディリジェンスに

なぜ企業が取り組む必要があるのか、またビジネスと人権の中でも、強制労働や労働安全衛生など労働に焦点をあ

てて国際労働基準についてご説明頂きます。是非、今回の講演を多くの経営者の皆様、ESG 担当・調達・人事労

務関係部門の皆様にご聴講頂きたく、お願い申し上げます。 

 参加をご希望の方は、2月 14日（水）までに、下記申込フォームよりお申し込み下さい。 

 

記 

１．開催日時/方式 

   開 催 日 時 ：2024年 2月 21日（水）1０：00～1２：０0  (９：45～受付開始予定)  

   セミナー方法 ：Zoom ウェビナー（Web セミナー ライブ配信） 

 

２．演題/講師  〔演題〕 国際労働基準と人権デューディリジェンスに関する講演会 

 

〔講師〕 国際労働機関（ILO）駐日事務所 プログラム・コーディネーター 小林有紀 様 

プログラム・オフィサー      田中竜介 様 

プログラム・オペレーションオフィサー 鴨下真美 様 

 

3．申込先  ： 2/21（水）10:00～12:00 第3回ESG経営対応WG主催講演会 国際労働基準と人権デュ

ーディリジェンスに関する講演会 申込フォーム | 一般社団法人 日本自動車部品工業会 (japia.or.jp) 

※ 2月 19日（月）までに参加申込者に参加 URL・当日資料を送付予定 

 

４．聴講対象者 経営者層、ESG経営推進のご担当者・調達・人事労務のご担当者 

問合せ先： （一社）日本自動車部品工業会 業務部 新村、持丸 

  TEL：03-3445-4214 / shinmura@japia.or.jp 

 

以上  

https://www.japia.or.jp/kouenkai_esg2/
https://www.japia.or.jp/kouenkai_esg2/
mailto:shinmura@japia.or.jp


【講師略歴】 

小林 有紀 

国際労働機関（ILO）駐日事務所、経産省拠出プロジェクト「アジアにお

ける責任あるバリューチェーン構築」（バングラデシュ、カンボジア、

ベトナム、日本）プログラムコーディネーター。これまで、ILO ジュネー

ブ本部及びヨルダン事務所、また前職の在ジュネーブ国際機関日本政府

代表部でサプライチェーンのビジネスと人権に取り組む。全国社会労務士連合会「ビジネスと

人権」部会委員。ジュネーブ国際高等開発研究所開発学修士。 

田 中 竜 介  

国際労働機関（ILO）駐日事務所プログラムオフィサー/渉外・労働基準

専門官。SDGs やビジネスと人権の文脈での国際労働基準の普及活動に

従事、政府、使用者及び労働者団体、市民社会との協業のほか、グロー

バルサプライチェーンと CSR/RBC に関する EU プロジェクトを担当し、

ILO と東京 2020 組織委員会の協力活動にも参画。外務省「ビジネスと人権に関する行動計画

（NAP)に係る作業部会」構成員。前職は弁護士として主に労働事案に関する国内及び渉外法務

に従事。米ニューヨーク大学ロースクール法学修士（LL.M）。 

鴨下 真美 

 

      

国際労働機関（ILO）駐日事務所、経産省拠出プロジェクト「アジアにおけ

る責任あるバリューチェーン構築」（バングラデシュ、カンボジア、ベト

ナム、日本）プログラム・オペレーションオフィサー。日系自動車メーカ

ーの調達部門にてグローバル購買戦略の立案・執行に従事した後、政府系銀行グループにて日

系企業の東南アジア進出支援に携わり、現職に至る。英サセックス大学移民・開発学修士。 


